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徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」

平成22年 4月 1日付で徳島市病院
事業管理者を拝命いたしました、露口
勝でございます。
当院は、地域の急性期医療の中核病院として役割を果た

すとともに、病院の健全経営を目的として、平成18年 4
月に地方公営企業法を全部適用し、湊省先生を事業管理者
に迎え、地域の期待に応えられる「価値ある医療」の提供
に努めてまいりました。
その間、私は病院長として病院運営に携わってまいりま

したが、この度病院事業管理者に就任することになり、そ
の責任の重大さを痛感しているところであります。
さて、最近の医療を取り巻く環境は激変しており、中で

も公立病院の経営環境は公立病院改革ガイドラインが示す
ように存続を賭けての厳しい改革が求められています。
このような環境の下、経営を預かる事業管理者として、

病院改革プランに基づき一層の経営改善を図るとともに、
本年指定を受けた「がん診療連携拠点病院」としての役割
を果たすなど、急性期医療を提供する地域の中核病院とし
て医療の質の向上をしていくことが私の責務であると考え
ております。
もとより、これらのことはすべての職員が一体となって遂

行しなければなりません。改革への意識を共有化できるよう
コミュニケーションを密にして問題に取り組んでまいります。
今まで以上に地域医療機関との連携を重視し、地域医療に

貢献できる価値ある市民病院づくりに邁進してまいりますの
で、各医師会を始め登録医、大学医局の皆様方のご指
導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。

病院事業管理者就任ご挨拶
徳島市病院事業管理者 露口 勝

このたび徳島市民病院の院長に就任
いたしました外科の惣中でございます。
皆様方には日ごろ病診連携事業にご協
力いただきありがとうございます。この度の人事は私にと
っては晴天の霹靂でしたが、どうして私なのかを考えてみ
ますと、今の大変厳しい医療情勢を乗り越えるには、医者
だけでなくコメディカルや事務局と一致協力した体制が必
要であり、この体制をつくるには適任であると判断されて
の人選だと思っております。
市民病院も4年前に地方公営企業法の全部適応となり、

湊病院管理者が就任されました。露口院長と二人三脚で新
病院建設に取り組み、充実した施設とすることができまし
た。この3月でやっと新病院も完成したことから、先日お
披露目の意味をこめて “ 病院まつり ” を行い、大勢の方々
にご参加していただき、大変好評でした。新病院になると
ともに地域医療支援病院、がん診療連携拠点病院にも指定
され、病院機能評価も一回で合格するなど、病院機能もグ
レードアップしてきたと思います。

また、急性期病院として平均在院日数も10日を切るよ
うになり、新入院患者数も1日 20人を超えるようになり
ました。医療は診療所・病院・在宅の切れ目ない連携の上
に成り立っています。病診連携を尊重し、一人では出来な
い医療・チーム医療を行うことによって “ 地域医療完結型
医療 ” が出来るものだと思っております。これからも皆様
方に信頼され、病診連携がもっと密なものになるよう努力
する所存でございますのでよろしくお願いします。病院の
建設工事は終わりましたが、まだ1病棟閉鎖している状態
ですので、一般病床約270床という少ないベッドでやり
くりしています。そのため満床で入院できずお待ちいただ
いたり、他病院への紹介を余儀なくされることもあり、大
変申し訳なく思っております。6月には全病棟（一般病床
約300床）が使えるようになり、入院の受入れも容易に
なりますのでご紹介よろしくお願いいたします。
露口先生にはこれからも病院事業管理者として陣頭指揮

を執っていただけますので、私も安心して今までの路線を
継承していく所存です。
今後とも前任者同様ご指導ご鞭撻を賜りますよう謹んで

お願い申し上げます。

院長就任ご挨拶
徳島市民病院院長 惣中 康秀
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がん診療連携拠点病院に指定されました
病院事業管理者 露口 勝

日頃は地域医療連携室を通して、患者さんの紹介、
逆紹介等で先生方には大変お世話になっております。
このたび徳島市民病院は厚生労働省の審議会で地域
がん診療連携拠点病院に指定されました。新病院の1
期開院以来、質の高い医療を目指して、地域医療支援
病院、臨床研修指定病院、DPC対象病院など急性期
病院として必須の診療体制を構築してきましたが、念
願のがん診療連携拠点病院に指定され、日本人の死亡
の3割を占める癌の診療に本格的に取り組む体制が
整いました。
わが国のがん診療については、平成18年にがん対
策基本法が公布され、平成19年にがん対策推進基
本計画が策定されました。徳島県においても平成20
年にがん対策推進基本計画が策定され、重点的に取り
組むべき課題として放射線療法および化学療法の推進、
治療の初期からの緩和ケアの実施、がん登録の推進が
挙げられております。
がん診療連携拠点病院は、全国どこでも質の高いが
ん医療を提供することができるよう、がん医療の均て
ん化を目標として全国的に整備されてきたものであり、
地域におけるがん診療水準の向上や医療従事者の研修、
地域連携クリティカルパスを活用した医療機関の連携、
がん患者に対する情報提供や相談支援、緩和ケア、さ
らには在宅療養支援診療所へと続くシームレスながん

医療を推進するがん専門病院であると位置づけられて
います。
徳島市民病院は、がんの診断、治療に必要な内視鏡
検査機器、画像診断装置及び放射線治療装置が新しく
導入され、新病院のハード面の整備は素晴らしいもの
です。今後は地域のがん医療の拠点病院として、診療
体制、研修体制やがん情報提供体制を充実させるとと
もに、患者の視点に立った緩和医療の充実、がん相談
支援センターの整備を進め、地域の医療機関と密度の
濃いがん医療連携を構築してまいります。先生方の一
層のご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し
上げます。

2007年がん対策基本法に基づくがん対策基本計
画では、「すべてのがん診療に携わる医師が研修等に
より、緩和ケアについての基本的な知識を習得する」
ことが求められています。これを受け、厚生労働省の
開催指針に沿った緩和ケア研修会を開催いたしますの
で、ご参加ください。

【日 時】
平成22年8月29日（日）9：30～ 17：00頃
平成22年9月  5日（日）9：30～ 17：00頃

（全2日間）
【場 所】 徳島市民病院
【対 象 者】 がん診療に携わる医師（定員12名）
【申込〆切】 平成22年7月23日
【申込方法】 電話または電子メールで受講希望者の

旨をご連絡ください。折返し、郵送又
はメールで、申込書等を送付させてい
ただきます。

【申 込 先】 徳島市民病院医事課
TEL：088－622－5121（内線：2103）
E-mail：iji@hosp.tokushima.tokushima.jp

平成22年度
緩和ケア研修会のご案内
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着 任 医 師 紹 介

朝夕の冷え込みもなくなり、温暖な気候になってき
ました昨今、皆様方におかれましてはますますご健勝
のこととお喜び申し上げます。
平成22年4月より、9名の医師および、臨床研修医
7名の医師が新規に市民病院に着任いたしました。
建物・機材・システムは時代の最先端のものであり、
うまく使いこなせば最高の医療を提供できるようにな

ると思います。今までの体制と激変しているため、最
初はとまどいがありますが、早々に慣れ貢献できるよ
う努力していく所存です。
徳島市民病院は、地域と密接に結びついた連携の強
い医療体制が望まれます。御意見・コメントなどござ
いましたら是非お教えいただければ反映していきたい
と考えております。
引き続き皆様方の御指導・御協力を宜しくお願い申
し上げます。

着任のご挨拶
脳神経外科 主任医長 宇山 慎一

退 任 す る 医 師

内科主任医長
遠 藤 健
麻植協同病院

外科医師
河 北 直 也
高知医療センター

外科医師
三 上 千 絵
徳島大学病院

脳神経外科医長
佐 藤 泰 仁
徳島県立中央病院

小児科医師
森 達 夫
徳島大学病院

リハビリテーション科主任医長
河 野 光 宏

徳島大学

内
科
主
任
医
長

兵庫医科大学病院

内
科
主
任
医
長

義
高松赤十字病院

内
科
医
師

順天堂医院

内
科
医
師

徳島市民病院

内
科
主
任
医
長

外
科
医
師

井野口 卓
兵庫医科大学病院

仁 木 尚 子
香川大学医学部 属病院

内
科
主
任
医
長

外
科
医
師

湊 義 彰
高松赤十字病院

森 本 雅 美
徳島大学病院

内
科
医
師

外
科
医
師

大久保 眞 野
順天堂医院

松 本 規 子
徳島市民病院

内
科
医
師

脳
神
経
外
科
主
任
医
長

西 庄 文
徳島市民病院

宇 山 慎 一
徳島県立中央病院

外
科
医
師

小
児
科
医
師

仁 木 尚 子
香川大学医学部附属病院

藤 野 修 司
徳島大学病院

外
科
医
師

臨
床
研
修
医

森 本 雅 美
徳島大学病院

中 西 茂 雄 小 泉 貴 嗣 高 石 静
阿 部 容 子 石 澤 有 紀 大 嶋 功
内 藤 圭 介

※医師の新体制につきましては、
後日発行する『徳島市民病院のドクター紹介』でご案内いたします。
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科 別 区 分 月 火 水 木 金

内 科

一 診 
( 内科総合診療 )

総合・血液
渡辺 滋夫

総合・糖尿病
三浦 眞司

総合・血液
渡辺 滋夫

総合・循環器
折野 俊介

総合・消化器（週交代）
辻

猪 井

二 診 消化器・肝臓
筒井 朱美

消化器・総合
岸 史子

消化器・総合
辻 泰弘

呼吸器・総合
湊 義彰

呼吸器
杉田 明美

三 診
呼吸器（週交代）

湊
杉 田

循環器・総合（週交代）
折 野
河 野

血液・総合
橋本 年弘

消化器
猪井 順也

循環器
河野 智仁

四 診 総合・内分泌・糖尿病
井野口 卓

女 性 外 来 第 3水曜日 第1金曜日

外 科

一 診 消化器・肝胆膵
和田 大助

大腸・肛門
惣中 康秀

呼吸器・甲状腺乳腺
露口 勝

消化器・血管
惣中 康秀

消化器・肝胆膵
三宅 秀則

二 診
消化器・甲状腺
山崎 眞一

呼吸器・乳腺
日野 直樹

消化器・一般
井川 浩一

呼吸器・一般
三好 孝典

消化器・一般 ( 奇数週 )
尾形 頼彦

呼吸器・一般 ( 偶数週 )
松岡 永

脳神経外科
一 診 藤本 尚己 宮本 理司 蔭山 武文

手 術 日
藤本 尚己

二 診 宇山 慎一 担 当 医
脳血管障害
宮本 理司 宇山 慎一

整形外科
一 診 中野 俊次

関節
島川 建明

手の外科
湊 省

関節
中村 勝

脊椎
千川 隆志

二 診 千川 隆志 中村 勝
午前 田岡 祐二

島川 建明
関節
中野 俊次午後 宇都宮理沙

形成外科 午 前 柏木 圭介

小 児 科

午前
  8：30

～

11：00

一診（当日受付） 西岡 理恵 松岡 優 松岡 優 藤野 修司 岸 揚子

二診（要予約） 神経・相談
山上 貴司

発達外来
山下 和子

相談
山上 貴司

循環器
森 一博

循環器・アレルギー
松岡 優

午後
13：30

～

16：00

（予約または
紹介のみ）

一 診 予防接種・一般外来
西岡 理恵

予防接種・一般外来
藤野 修司

エコー外来
森 一博

循環器
森 一博

循環器・アレルギー
松岡 優

二診（脳波） 神経外来
山上 貴司

発達外来
山下 和子

一般外来
山上 貴司

一般外来
藤野 修司

一般外来
岸 揚子

三 診 乳児健診
担 当 医

産婦人科
婦 人 科 婦人科全般

東 敬次郎
婦人科全般
福井 理仁

婦人科全般
井川 洋

婦人科全般
森出 直子

婦人科全般
東 敬次郎

産 科 周産期
福井 理仁 井川 洋 東 敬次郎

特殊妊婦
福井 理仁 森出 直子

耳鼻咽喉科 午 前 徳 大 医 師
休 診 休 診

徳 大 医 師 徳 大 医 師
午 後 休 診 休 診 休 診

皮 膚 科 午 前 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之 徳 大 医 師 内田 尚之
午後（予約診療・手術） 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之 内田 尚之

眼 科 午 前 大木 武夫 大木 武夫 徳 大医師 大木 武夫 大木 武夫
午後（予約検査・治療） 大木 武夫 大木 武夫 手 術 日 大木 武夫 大木 武夫

放射線科

放射線治療・核医学診断 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明 仁木 孝明
総合画像診断 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫 神原 康夫
乳腺・軟部・骨盤画像診断 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子 生島 葉子
超 音 波 生島 葉子 生島 葉子
消 化 管 造 影 担 当 医 担 当 医 担 当 医

泌尿器科 横関 秀明 村上 佳秀 赤沢 善弘 村上 佳秀 横関 秀明
※ 予約なしで当日来院される場合の受付時間は、午前8時から午前11時00分までです。（急患の場合は除く）	
※ 泌尿器科の「CAPD 」・「ESWL」は、毎週木曜日午後で予約制です。
※ 女性外来の診察は、第１金曜日・第３水曜日に内科四診で行います。担当医は全員女性で予約制です。
※ 禁煙外来の診察は、木曜日は外科二診、金曜日は内科三診で行います。予約制です。
※ 青字は男性医師、赤字は女性医師です。 平成22年4月1日現在

外 来 診 療 担 当 医 師


